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１．研究計画の概要 

 
沿岸帯における植生構造は本来、河川の氾

濫など不定期な攪乱により維持されてきた。一
方で人間生活の安全と快適のためになされた治
水・利水や水資源管理の代償として、自然撹乱
は減少、植生遷移が進行し、ヨシ原を始めとした
沿岸固有の生態系は衰退しつつある。本研究
では、現在の水位管理されたヨシ原生態系にお
いては、①地盤高や澪筋、岬や湾、といった沿
岸微地形の特徴が沿岸における水供給に大き
な影響を及ぼし、②それが現在の沿岸ヨシ群落
の維持とその生態系機能を決定する大きな要因
になっている、という二つの仮説をたて、それら
を主に霞ヶ浦沿岸帯における野外モニタリングと
実験圃場における実証実験によって明らかにす
ることを試みている。 
 
２．研究の進捗状況 
 
①広域現場調査 

霞ヶ浦西浦における右岸・中岸・左岸のそれ
ぞれにおいて 250 m 間隔、全 484 地点について
調査を行い、西浦湖岸の地形を異なる地理スケ
ール（0.25、2、4、6 および 8 km）を用いて、①湾、
②前浜および③岬に分類し、各地形とそれらに
対応する生活型を異にする各植生帯の面積と
の関係を調べた。また、ヨシ群落を含む植生帯
は西浦沿岸帯で 104ha と推定され、1999 年以降
抽水植物群落がいっそう減少している現状を明
らかにした。 

 
②定点野外モニタリング 
 微地形的特徴が異なる霞ヶ浦右岸の３調査地
点において、沿岸から湖心方向に植生構造に

違いが見られた。調査地点は 1 ベルトラインに対
し 10 地点程度とした。調査地点の植生状態を把
握する為、1×1m の方形区を設定し、植生調査
を実施する。植生調査は生育種と各種の被度と
平均草丈、全体植被率、群落高を記録および
撮影を行う。植生調査の合間に各沿岸植生帯
の陸側および湖側に設置した深度別観測井に
おける間隙水と湖水の採取を行い、ＧＦフィルタ
ーでろ過後、オートアナライザーを用いて、硝酸
態窒素、亜硝酸態窒素、アンモニア態窒素、リ
ン酸態リンの濃度を経時的に測定し、栄養塩環
境をモニタリングしている。各種の成長および遷
移と栄養塩環境の相互関係を解析し、微地形と
水供給に応じたヨシの生育の差を検討してい
る。 
 
③圃場における野外実験 
 茨城県つくば市の国立環境研究所内、ヨシ植
栽後 10 年以上経過した 4m×4m×1.8m（縦×
横×高さ）有底枠実験池を 2 枠（A 区、B 区）と
無植栽の 2 枠（C 区、D 区）を用いた。水位は地
表面を 0cm として、A 区と C 区を－20cm、B 区と
D 区を+20cm とし、A 区を基部が干出している陸
ヨシ、B 区を基部が沈水している水ヨシに相当さ
せた。水位が成長に及ぼす影響を評価するた
め A 区と B 区から地上 30cm の位置で各 10 本
刈り取った。草高、稈の直径、葉数、節数を計測
後、80℃で 48 時間乾燥させ放冷後重量を測定
した。その結果、陸ヨシ区で、草高、直径は 1.2
倍、乾燥重量は 1.6 倍、地上部現存量は 1.5 倍
大きくなった。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 



(理由) 
本研究では、霞ヶ浦沿岸における調査を通じ
て抽出された代表的な調査地点を定点とし、
定点における野外モニタリングを通じて①
地盤高の観測、②水位の連続観測、③地下水
流向流速、④間隙水化学分析を行ってきた。
その結果、冠水や地下水浸透による水の供給、
蒸散や浸透による水の減少といった水循環
に応じて、表層水や間隙水中の栄養塩環境が
大きく変化していたこと、栄養塩環境と各種
の成長に何らかの関係性を見いだせたこと
が明らかになった。次に水ヨシと陸ヨシの野
外実験個体群を用いて、①水位の違いによる
個体群の成長比較、②水供給源からの距離に
応じた成長の比較、③ヨシ原への他種の侵入
状況の比較を行い、野外の生育状況との比較
を通じて一般化を試みている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 
わが国は外国に比べて自然生態系のスケー

ルが小さく多種多様である上、土地利用によっ
て自然生態系が大きく改変されており、その結
果異なる生態系ユニットがモザイク上に隣接して
いることが特徴となっている。水文地形学的
（Hydrogeomorphic）な立地分類がその場の生
態系機能をほぼ決定する、という米国で生まれ
たＨＧＭアプローチによる生態系評価が、我が
国の沿岸湿地において微地形を分類キーとして
適用できるのかどうかについて明らかにしたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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